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部活動時における熱中症の予防について 

 

 

日頃より本校の教育について多大なるご理解とご支援をいただき、ありがとうござ

います。 

さて、夏も本番を迎え、夏休み中も真夏日(最高気温が３０℃以上)や猛暑日(最高気

温が３５℃以上)が続いたり、条件によっては４０℃以上になったりすることも予想

されます。全国的にもすでに熱中症の被害が相次いでいる状況です。また、環境省で

は日本体育協会が提示する『熱中症予防のための運動指針』を用いて運動時における

熱中症の予防を呼びかけています。これによると、乾球温(いわゆる気温)が３５℃以

上の場合は｢特別な場合以外は運動を中止する｣となっています。 

こうした現状を勘案し、部活動時において生徒が熱中症の被害にあわないために、

以下のような措置を取ることを部活動顧問教師、ならびに社会人コーチの方々に連絡

させていただきますので、ご理解をいただきますようお願いします。 

 

 

記 

 

 

１ 部活動時における熱中症予防のための措置 

・ 部活動を始める際、また部活動中１時間に１回、活動場所において 1.25m～

2.0mの地点で気温を測る(気象庁の計測法による)。 

・ 気温が３５℃を超えている場合は活動を中止する。屋外の場合は日陰に退避す

る。 

・ 気温が３５℃を超えていない場合でも３０分に一度は休憩をとり、十分な水分

補給をする(環境省『熱中症保健指導マニュアル』より)。 

 

※環境省『熱中症保健指導マニュアル』もご参照ください。 

http://www.env.go.jp/chemi/heat_stroke/manual.html 
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